
能登半島地震復興支援
チャリティープロアマゴルフ大会

【競技方法】

全員がティーショットを打ち、2打目以降はその中からチームのベストポジションと思われるボールを選
択し、その地点からまた全員が打ちカップインまで繰り返す。

①　ティーショットの制限

③　グリーン上

使用ティー
プロ（レギュラー）　『黒』
プロ（シニア）・アマチュアレギュラー　『青』
プロ（グランド・ゴールド）・アマチュアシニア(55歳以上）　『白』
女性　『赤』

ティーショットは全員打つ。（使用ティーが異なる場合、グリーンから遠い順）
2打目以降は全員の中から１つのボール（チーム内で考えたベストポジション）を選択し、その地点に
ティーペグ（マーク）を置く。そのマークを中心にホールに近づかない半径３０ｃｍの中にプレースし（ボー
ルは拭くことができる）全員が打つ。
打順はチーム内で決める。（決める必要はなく、順番は自由）これをグリーンオンまで繰り返す。
※選択されなかったボールは、各自が速やかにピックアップする。
※ラフにあるボールを選択した場合はラフに、バンカーはバンカー内にプレースする。３０ｃｍの半円内
にフェアウェイがかかっても、必ずラフにプレースする。バンカーの場合も同様で、ショット毎に均すこと
ができる。
※ティーペグ（マーク）は全員のショットが終わるまでその場に置いておくこと。

ティーショットにおいては、18ホールの内1人最低3ホール（3ホール×4人＝１２ホール）を選択しなけれ
ばならない。（3名プレーの場合は１人最低4ホールとする）
残りの6ホールは、チーム内の誰のティーショットを選択しても構わない。
ホールアウトの時点でこの条件をクリアできなかった場合は、1ホールにつき2打罰を付加する。

②　ティーショット～グリーン

グリーン上では選択したボールにマークをする。マークはカップに向かってボールの右側にし、カップに
近づかない半径6インチの範囲内にプレースし、全員がパッティングする。
打順はチーム内で決める。
※選択されたボールのマークは、最後のプレーヤーが打つまでその場に置いておくこと。
※練習ストロークは禁止とし、発覚した場合は2打罰としなる。
※全員のパッティングが終わる前にショートパットをカップインする（仮にバーディーパットを外したプ
レーヤーがそのままパーパットをカップインさせる）ことは、プレーの進行上可とする。
残りのプレーヤーがパットを入れた場合、そのスコアが採用される。

※タイスコアの場合、マッチング・スコアカード方式にて順位を決める。


